
1 ．�はじめに
　令和 7年 9 月18日（木）～19日（金），第44回日
本自然災害学会学術講演会が北海道教育大学札幌
校において開催された。これに併せて， 9月20日
（土）には，国立研究開発法人土木研究所寒地土
木研究所において，市民を対象としたオープン
フォーラムを開催した。
　本フォーラムでは，戦略的イノベーション創造
プログラム（SIP）課題「スマート防災ネットワー
クの構築」のサブ課題 B「リスク情報による防災
行動の促進」1）（研究代表者：北海道大学教授 山
田朋人）の成果の一つである，プロジェクション
マッピングや仮想洪水体験システム（VR）を用い
た仮想洪水体験をはじめ，寒地土木研究所の研究
成果である「3D浸水ハザードマップ」2）と「吹雪
の視界情報」3）を体験してもらった。
　また，寒地土木研究所における防災研究関連施
設について，参加者をグループに分けて見学を行
い，自然災害に関する最先端の研究成果を知ると
ともに，洪水に対する防災意識を高めるきっかけ
となることを目的として企画した。

2 ．�オープンフォーラム概要と参加者
　オープンフォーラムは，10時より多々納会長の
開会挨拶で開始した。その後，寒地土木研究所寒
地技術推進室より「3D浸水ハザードマップと吹
雪の視界情報」と題した講演，続いて北海道大学 

石塚宗司特任教授より「仮想洪水体験について」
の講演が行われた。
　講演後は，参加者を 3つのグループに分け，
A： 仮想洪水体験（VR体験，プロジェクション
マッピング）

B： 「3D浸水ハザードマップ」および「吹雪の視
界情報」の体験

C： 寒地土木研究所の大型平面水槽，河川実験水
路の実験施設見学

を順に実施し，12時30分に終了した。
　参加者募集は，学会のホームページ等での案内
に加え，札幌市の協力を得て，小中学生が集まる
主要施設や近隣小学校へのチラシ配布を行った。
会場の制約や体験を 3グループで行うことから，
当初は60名程度を想定していたが，応募者が80名
を超えた段階で募集を締め切った。最終的には，
64名の参加となった。
　参加者の所属および年齢構成を図 1，図 2に示
す。小学生以下が 2 割弱，学会所属の教員，大
学・大学院生が約 4割，保護者を含む会社員や主
婦が約 4割という内訳であった。

26 26 12

0% 20% 40% 60% 80% 100%
会社員・主婦 大学・研究所 高校生以下

図 1　参加者の所属
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3 ．�3D 浸水ハザードマップと吹雪の視界
情報についての講義と体験

　寒地土木研究所寒地技術推進室から，北海道に
おける自然災害の特性や，近年の気象変化および
災害被害の状況について説明がなされた。その後，
住民が浸水リスクをより直感的に把握できるよう
開発された「3D浸水ハザードマップ」について，

その仕組みや活用方法が紹介された。
　また，冬季に多発する吹きだまりによる車両の
立ち往生や玉突き事故などの原因となる，吹雪時
の視程障害について説明が行われた。あわせて，
外出前に情報を得ることで，行動を控えたり，移
動ルートや時間を変更したりする判断を支援する
「吹雪の視界情報」についての紹介があった。
　体験では，現在地や参加者の自宅周辺をGoogle 

Earthと重ね合わせた「3D浸水ハザードマップ」
を用い，洪水時にどの程度まで浸水する可能性が
あるのかを確認してもらった。また，地吹雪に
よって，実際にどの程度視界が悪化するのかを映
像4）で体感するとともに，デモ画面を用いて「吹
雪の視界情報」を体験してもらった5）。

図 3　募集チラシ表面

写真 1　会長挨拶

図 4　募集チラシ裏面

写真 2　寒地土木研究所からの講義
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図 2　参加者の年齢
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4 ．�仮想洪水体験について講義と体験
　北海道大学の石塚宗司特任教授から，現在の防
災における課題として，科学的根拠に基づくリス
ク情報をもとに，個人や企業が防災行動を「自分
ごと」として捉える地域社会をつくる必要がある
ことが説明された。そのためには，明日起こるか
もしれない災害を事前に体験し，どのように行動
すべきかを学ぶことが重要であるとの話があり，
本日体験する豪雨災害シナリオについての解説が
行われた。
　体験会では，豊平川周辺の地形模型にプロジェ
クションマッピングを用いて，洪水による浸水状
況がリアルタイムで再現されるデモンストレー
ションを体験した。参加者は地形模型に直接触れ
ながら，浸水がどのように広がっていくのかを確
認した。
　また，土木研究所 ICHARMが開発した VR（仮
想現実）を用いた仮想洪水体験6）では，洪水によっ
て浸水が迫る状況の中で，目的地まで無事にたど
り着けるかを体験するプログラムが実施され，参
加者は臨場感のある体験を通じて，迅速に避難す
る大切さを学んだ。

写真 4　「3D浸水ハザードマップ」の体験

写真 3　「吹雪の視界情報」の体験 写真 5　石塚特任教授からの講義

写真 6　プロジェクションマッピングによる体験 1

写真 7　プロジェクションマッピングによる体験 2

写真 8　仮想洪水体験 1
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5 ．�寒地土木研究所大型平面水槽・河川
実験水路見学

　実験施設の見学では，はじめに各施設の概要に
ついて説明が行われた。その後，大型平面水槽に
おいて，疑似津波を含むさまざまな波を発生させ，
防波堤がそれらの波に対してどのような役割を果
たすのかを見学した。
　河川実験水路では，急流河川において洪水時に
発生することがある「三角波」の様子を実際に観
察した。

6 ．�おわりに
　フォーラム終了後，参加した小学 5年生の感想
を聞く機会があった。特に，実験施設で見た三角
波や津波の様子が強く印象に残ったとのことで
あった。実際の現象を目の前で見る体験は，映像
で見るよりも記憶に深く残るものだと感じられた。
　本フォーラムの開催にあたっては，自然災害学
会に加え，京都大学防災研究所及び自然災害協議
会北海道部会との共催により，多大な支援をいた
だいた。また，寒地土木研究所および防災研究協
会から，ご後援をいただき，特に寒地土木研究所
の皆様には，会場の手配をはじめ，多くのご尽力
をいただいた。さらに，チラシ配布などにおいて
は，札幌市にもご協力をいただいた。ここに改め
て，心よりの感謝を申し上げます。
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